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This research focuses on image feature edge extraction using spatial filtering and takes the first step in phase 
optimized image recognition. We aim to introduce a LoG filter, improve the disadvantages of the BESO 
method, and obtain excellent solutions. The new neighborhood area considers the analysis process and results 
from the automatic adjustment method.  
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1. はじめに
自然界に存在するような建築デザインを目指す構造形
態 創 生 法 で あ る Bi-directional Evolutionary 







































































示したものが図 1 である。 
           (1) 
 
 
図 1 二次元ガウス分布 
(2) 2 次微分とラプラシアン 
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め、この範囲は 1 ずづ減らして、最後 1 まで、k,k-1,k-2,

































(Performance Index) として次のように定める。 
















み付け係数 1 とする、解析手法は三つ Type を分ける。 
 







図 7 TypeB 均質化手法 
図 7に示す、TypeBは画像認識 LoGフィルタを導入して、





ルは TypeA 手法で均質化する。 
 
 図 8 TypeC 均質化手法 
図 8に示す、TypeCは画像認識 LoGフィルタを導入して、











図 9 初期形状 
図 9 に示す両端ピン支持と底面ピン支持された 10m×
40m のモデルを設計領域として扱う。表 1 の解析条件に
従い,荷重は設計領域の上面各節点に 1kN の等分布荷重
を作用させる。解析は対象条件を用いて 10m×20m(1/2 領
域)を 100×200 のセルに分割し,セルサイズは 0.1m×
0.1m として行った。応力解析には正方形格子を 1 つの 4 
節点平面応力要素とする有限要素法を用いた 100step ま
で解析を行った。 
表 1 解析条件 
 
5 章 1 節説明した手法で表 2 に示す、TypeA の近傍半径
は 4 を設定する。TypeB は近傍半径 4、画像認識 LoG フィ
ルタからエッジを抽出し、抽出細かさ係数σは 4 を設定
する。TypeC は近傍半径 4、エッジ抽出係数σは 4、導入
したガウス分布フィルタ式標準偏差σは 1 を設定する 








TypeA 4 なし 一次関数 
TypeB 4 あり、σ=4 一次関数 




図 10 両端ピン支持各手法 PI 値推移図 
 







荷重条件 等分布荷重 1kN/m 
ヤング率 2.1×107 kN/㎡ 
ポアソン比 0.2 




 図 13 各 Type 最大 PI 値の位相図 
 





持 TypeA の解析過程は step63 で、解析終わり。推測原因
は TypeA の近傍領域が大きく、大胆に要素を削り進化を
する傾向があって途中で支持を破断して崩れた。TypeB
















PI 値推移グラフ 10 と 11 より、両端ピン支持 3 手法は
破断する前にほぼ重ね合わせている。その後 TypeA は収
束できないから解析終わり、TypeB、C は目標体積まで収
束する。TypeC は B より良い進化から収束する。底面ピ
ン支持の結果から、破断する前には、PI 値推移良いさは
TypeC,TypeB,TypeA の 順 番 並 び 、 そ の 後
TypeA,TypeB,TypeC 順番で良い収束進化を進める。 









 位相獲得過程から、スパン比 1:2,1:3,1:4 のモデルに
おいて、両端ピン支持はすべてモデルの TypeA 手法が途
中で解析中止、底面ピン支持は H:S=1:2 モデルの TypeA
手法が途中で解析中止。画像認識フィルタ導入してある
かどうか、解析の安定性が上昇することを分かる。 









 優良解を比較すると、スパン比 1:2,1:3,1:4 のモデル
において、解析最大 PI 値と目標体積 PI 値、底面ピン支
持は両端ピン支持より良い解を得られる。 
 両端ピン支持中 3 つモデルは全部 TypeB 手法から最大
PI 値を獲得した。両端ピン支持モデルは画像認識 LoG フ
ィルタを導入した後、既往手法よりエッジを強調して均
質化から、高い PI 値を求めた。 
 底面ピン支持中 3 つモデルは全部 TypeC 手法から最大
PI 値を獲得した。底面ピン支持モデルは画像認識 LoG フ
ィルタを導入して、正規分布均質化フィルタを加え、既
往手法より高い PI 値を求めた。しかし目標体積の PI 値
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